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❆２月号湯沢DMO情報室湯沢DMO情報室湯沢DMO情報室湯沢DMO情報室

問い合わせ先
☎ 025 － 785 － 5505　FAX 025 － 785 － 5333　 info@e-yuzawa.gr.jp 

湯沢 DMO（湯沢町観光まちづくり機構）

 開 催 日 　3月 1 日（金）・2 日（土）

 開催時間 　16：00 ～ 20：00 まで

 会　　場 　越後湯沢駅東口アーケード街

（歩行者天国）

＊�出店者の詳細は、湯沢 DMO 公式

ホームページをご確認ください。

　ゆざわナイトマルシェ開催に伴い、右図の区間で

下記時間帯が車両通行止めとなりますので予めご了

承ください。

 通行止め期間 　3月 1 日（金）・2 日（土）14：00 ～ 22：00

ゆざわナイトマルシェ

会場および交通規制について

　近年、感染症の流行や自然環境の大きな変化により、私たちを取り巻く社会は大きく変化しています。このことか

ら観光産業も旧来の仕組みが適応しにくくなってきていると感じています。

従来からの常連のお客様を大切にすることと同時に、ゲレンデ来場者全体の50%を超えるほどに急増した海外から

のお客様をリピーターとして獲得することを両立するためには、事業者個々のサービスレベルの向上と新たなイノ

ベーション（改革）が必要です。その対策の一つとして現在進めているのが「泊食分離」です。これは、宿泊と食事

を分ける考え方で、人手不足の中にある町全体の生産性を高めるために必要な施策であり、海外からのお客様のニー

ズに応える施策でもあります。

　一方、湯沢町にとって収入を得るためのまさに資源である『雪』が、気候変動により年々不安定かつ減少傾向にあ

ることは、大きな脅威です。そうした状況にあって、滑走可能ゲレンデを確保するための対策は、個々の事業者が行

うのではなく、町全体の取組として考えていく必要があります。湯沢町観光まちづくり機構（ゆざわDMO）では、

競合他地域スノーリゾートである妙高・野沢温泉・白馬・ニセコエリアとの情報交換し分析を進めながら、その対策

を早急に検討してまいります。

　今後も湯沢町観光まちづくり機構では、湯沢町の地域DMO組織として、全345施設の会員の皆さまと共に、新

しい観光のまちづくりを積極的に進めてまいります。会員そして町民の皆さまのご理解とご支援をお願いいたします。

2024年　スノーシーズン　　新時代に変わるもの　変わらぬもの

一般社団法人 湯沢町観光まちづくり機構 代表理事　岡  淳朗

イベント 日時 場所

湯沢スキー協会 90 周年記念事業
たいまつ滑降

３月２日（土）　19：15 スタート
湯沢高原スキー場

下山コース

湯沢冬花火 2024 ３月２日（土） 湯沢高原スキー場

湯沢イルミマニア（湯沢東映ホテル） ３月１日（金）～３日（日）18：00 ～ 21：00
湯沢高原スキー場

ファミリーゲレンデ

苗場スキー場ゲレンデ打上花火
～ Naeba 感謝の光～

３月２日（土）　20：45 ～ 打上予定
※ナイター終了後、安全確認が取れ次第

苗場スキー場

同日開催イベント


